
村林 篤作成者
（評価者） 清掃行政担当理事

部長

組織の概要（主な業務）
 環境生活部は、以下の役割を担っています。
①環境政策の計画策定・推進や環境意識の高揚・啓発、再生可能エネルギー、公害防止や環境保全、動物
愛護の推進、合併処理浄化槽の推進（市営火葬場・斎場）
②ごみの適正な分別・収集・処理を市民と連携して取り組み、３Ｒの推進、環境教育、啓発を通じた、ご
み減量と再利用化の推進（クリーンセンター・リサイクルセンター・最終処分場）
③戸籍に関する届出や住民異動の手続き各種証明書の交付、おくやみコーナー、マイナンバーカードの普
及促進など、正確・迅速・丁寧を心がけた窓口サービスの推進
④交通安全対策の充実と交通安全意識の高揚・啓発、防犯対策の充実による安全で安心なまちづくりの推
進
⑤あらゆる差別をなくすための人権啓発、性別・国籍など多様性を認め合い、すべての人々が個性や能力
を発揮し、参画・活躍できる社会の推進

評価基準…S（100%以上）、A（90~99%）、B（70~89%）、C（50~69%）、D（30~49%）、E（29%以下）

１．令和元年度「実行宣言」の評価

【評価理由と今後の方針】
 単独処理浄化槽及び汲み取り便槽から合併処理浄化槽への転換の促進が図れました。水環境のさら
なる保全のために、引き続き合併処理浄化槽の普及促進に努めます。（実績８８．７％）
 また、市営火葬場・斎場における新型コロナウイルス感染防止対策として、火葬及び葬儀の人数制
限等の協力を求めるなど感染防止に努めます。

評価 S環境課
水環境の保全をめざし、生活排水処理施設の単独処理浄化槽等から合併
処理浄化槽への転換を促進します。（生活排水処理施設整備率87.9％
以上）

令和２年度 環境生活部の「実行宣言」

谷口 昌由

清掃事業課
ごみ収集作業の円滑化を図り、ごみの散乱防止及び地区の美観、衛生面
の向上を図るために、自治会等が設置するごみ及び資源物集積所に対し
て支援を行います。

評価 S

【評価理由と今後の方針】
 自治会等が設置するごみ及び資源物集積所の整備に対して補助することにより、ごみの散乱につい
ての問い合わせ件数を目標値以下に押さえる結果となりました。また、令和元年度のごみ集積所補助
金の件数は予定する３４件を上回り３５件の実績となりました。今後も収集の基盤である集積所に対
する支援を継続します。また、新型コロナウイルス感染症対策に取り組みます。



戸籍住民課 Sコンビニ交付での証明書発行の推進を図ります。証明書発行率５％をめざします。 評価

【評価理由と今後の方針】
 交通事故死傷者数は、334人、刑法犯認知件数は、946件でした。それぞれの人数、件数ともに減
少傾向にありますが、交通死亡事故者数については15名と平成30年中の6名に比べ大幅に増加し、全
国ワースト1位の最悪の結果となりました。今後より一層、関係機関等との連携した対策を継続実施
し、市民一人ひとりの交通安全意識の高揚を図っていきます。また、新型コロナウイルス感染症に便
乗した詐欺被害を防止するため啓発・ＰＲに努めます。

【評価理由と今後の方針】
 自殺予防を図ることを目的としたメンタルパートナー講座を開催し、自殺対策を支える人材育成に
取り組みましたが、予定していた講演会が中止になったこともあり、受講者数は１００人で目標を達
成することができませんでした。この講座は自殺対策を推進する上で基礎となる取組であり、実施方
法等も見直し、見守りや地域のネットワークの強化を図り、すそ野を広げることに努めていきます。
また、新型コロナウイルス感染症に関する人権への配慮について啓発に努めます。

人権・男女共同参画課
自殺対策を支える人材の育成に向け、メンタルパートナー講座受講者数
350人以上をめざします。

評価 E

清掃政策課 3R活動を推進し、一人一日当たりのごみ排出量890ｇ以下をめざします。 評価 A
【評価理由と今後の方針】
 評価としてはAとなりましたが、ごみ量としては災害廃棄物がなかった令和元年度は平成30年度よ
り増加しており、この点は改善する必要があります。また、今後は新型コロナウイルスの影響により
家庭系ごみの増加が考えられるため、更なる分別の徹底とごみの減量を訴えかけていきます。

地域安全対策課
交通事故死傷者数461人及び刑法犯認知件数1,101件(平成30年中)以
下をめざします。

評価 C

【評価理由と今後の方針】
 クリーンセンターの排気ガス測定、ダイオキシン測定と、最終処分場の水質検査は、いずれも、基
準値以下でした。今後についても各施設の適正管理に努め、施設の安全性を関係住民に周知して行き
ます。
 市民のライフラインを支えるごみ処理施設として、新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、
全ての職員が、マスクやフェイスシールドの着用、手洗い、うがいの施行、換気を徹底します。ま
た、来場者の受付場所である事務所、計量には、アクリル幕、消毒液を設置し、事務所受付では密接
を避け、ソーシャルディスタンスを保つために、来場者が受付でお待ちいただく間は、２ｍの距離を
保つように、ご案内いたします。

清掃施設課

【評価理由と今後の方針】
 目標は達成しています。コンビニ交付での証明書発行の利用促進を行い窓口の混雑の緩和を図るこ
とは、新型コロナウイル感染症の感染リスクの軽減につながります。令和2年度は特別定額給付金の
オンライン申請に始まり9月にはマイナポイント事業、3月には健康保険証としての運用開始などマイ
ナンバーカードが利用できるサービスが拡大していくことからマイナンバーカード専用ブースを設け
普及促進を行います。併せてコンビニ交付での証明書発行サービスの周知と利用を促進していきま
す。

ごみ処理・処分施設の適正管理と、発生するごみを迅速かつ衛生的に処理します。 評価 S



地域安全対策課 交通事故ワースト脱却、犯罪のない安全・安心なまちをめざします。

清掃事業課

ごみ収集作業の円滑化を図り、ごみの散乱防止及び地区の美観、衛生面
の向上を図るために、自治会等が設置するごみ及び資源物集積所に対し
て支援を行います。

清掃施設課
生活環境の保全と公衆衛生の向上を図りつつ、効率的で安定した一般廃
棄物の処理を行い、施設の円滑な運営を行います。

清掃政策課
市民一人ひとりに3R活動の推進及び更なる分別の徹底とごみ減量を訴え
ていき、一人一日当たりのごみ排出量881ｇ以下をめざします。

戸籍住民課

システムを活用し来庁者の申請書作成を補助する「書かない窓口」を実
施し、市民ニーズに応じた簡潔に手続きが完了できる窓口体制をめざし
ます。

人権・男女共同参画課

２．令和２年度 「実行宣言」

環境課

水環境の保全をめざし、生活排水処理施設の単独処理浄化槽等から合併
処理浄化槽への転換を促進します。（生活排水処理施設整備率89.1％以
上）

「松阪市男女共同参画プラン」の改定、審議会等における女性委員の登
用率35％達成をめざします。
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係
施
策
１

E

令和元年度目標に対する評価

令和元年度目標に対する評価

平成27年度
目標 - 500

D

多言語による生活情報などの提供、窓口業務支援件数

進捗度の評価
 フィリピノ語とポルトガル語の通訳者を配置し、外国人住民に対し母語等による生活情報など
の提供・説明や各課において窓口業務の支援を行い住民サービスの充実を図ってきました。外国
人住民も年々増加しており、目標件数を超えて支援することができました。今後の事業につきま
しては、支援件数等の状況をみながら対応していきたいと考えます。

4年間の増減・進捗評価
150
-200

人権講演会の参加者数
年度

評
価
指
標
③

指標名

指標名 自殺者数

年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 95.0

A
3.6

E
実績 91.4

進捗度の評価

目標 -
S

年度 平成27年度 4年間の増減・進捗評価

実績 43 26 -17
-17

S

 誰も自殺に追い込まれることのない松阪市の実現をめざし、関係各課や関係機関と連携しなが
ら、数値目標を定めて取り組みを進めてきました。実績の数字だけをみると減少していますが、
最終目標である自殺者ゼロをめざしていかなければなりません。今後も継続して自殺予防対策、
いのちの大切さを認識していただくため予防啓発に努めていきます。

人以下26

評
価
指
標
①

指標名

施策番号 施策名
人権の尊重

進捗度の評価
実績 350 150

評価基準…S（100%以上）、A（90~99%）、B（70~89%）、C（50~69%）、D（30~49%）、E（29%以下）

関
係
施
策
１

評
価
指
標
②

指標名 人権講演会の参加者満足度（会場アンケート）

評
価
指
標
④

 講演会の開催年度によって、実績数値に差がみられました。参加者の人数だけをみて評価でき
るものではないと考えますが、数値目標からみますと実績評価は低いものとなっていますので、
一人でも多くの方に人権問題について関心を持っていただき参加していただけるように努めなけ
ればなりません。今後も、正しい理解と認識を深めていただくため、更に啓発活動を実施してい
きます。

３．『松阪市総合計画』関係施策の進捗度

88.8 -2.6
進捗度の評価

 講演会を開催し、人権問題について考えていただく機会を提供することで人権意識の高揚を
図っています。来場していただいた方に参加して良かったと思っていただけるように実施をして
いますが、内容等にもより実績数値は増減しています。満足度だけでなく他のアンケート結果を
参考にしながら、今後の実施内容を検討していきます。

年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 6,000

S
3,700

S
実績 2,300 7,724 5,424
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策
３

施策番号

評
価
指
標
②

家事・育児・介護にかかわっている男性の割合指標名

進捗度の評価

60.4 -8.6
B

11.0
E

実績 69.0

目標 - 80.0

令和元年度目標に対する評価

令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価

指標名 「男女共同参画」のことばの認知度

進捗度の評価

年度 平成27年度

年度 平成27年度(H26) 4年間の増減・進捗評価
目標 - 60.0

C
14.8

E
実績 45.2 32.2 -13.0

関
係
施
策
２

評
価
指
標
①

 平成２６年度に実施した、男女共同参画に関する市民意識調査結果と比べると、実績数値は下
がっています。数値の減少については、家事等へのかかわり方等への意識や求められるものが変
化してきていることも影響していると考えられますが、めざす結果とはなりませんでした。男女
共同参画社会づくりのため、各種事業を実施し更に啓発を図っていきます。

施策名
男女共同参画の推進

 性別にかかわらず個人として尊重され、ともに個性と能力を発揮し、よろこびも責任も分かち
合うことのできる男女共同参画社会の実現を進めてきましたが、ことばの認知度としては目標を
達成することができませんでした。しかし、家庭や地域など、さまざまな分野で男女共同参画へ
の理解は深まっていると思われますので、ことばとしても「男女共同参画」を広めていきます。

施策番号 施策名
交通安全対策の充実

評
価
指
標
①

指標名 交通事故死傷者数（1月 12月）
年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 770

S
-184

S
実績 954 334 -620

進捗度の評価
 交通安全啓発を目的としたイベントの開催や市民が集まる他のイベントでの交通安全啓発など
を行うとともに、『四季の交通安全運動』などの地域や関係機関、関係団体、行政が一緒になっ
た交通安全啓発を展開しました。
 また、「とまとーず」による交通安全教室の開催を中心とした交通安全教育事業を展開しまし
た。これら交通安全施策を継続的に実施してきたことや全国的な様々な取り組み等が進捗度の結
果に表れたものと考えます。
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指標名 交通安全サポート事業所の登録数
年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 -

D D
実績

進捗度の評価
 「交通安全サポート事業所」への登録事業所数については、4年間をかけ登録事業所の増加に向
け、勧誘に努めましたが、結果的には33事業所に留まり目標に達することができませんでした。
 しかし、各事業所の活動内容については、事業所においての「とまとーず」の交通安全教室の
開催、自らの交通安全街頭啓発の実施など各事業所の努力により充実した交通安全活動を実施し
ていただきました。

事業所

33 事業所

54 事業所

17 事業所

評
価
指
標
②

指標名 交通マナーが悪いと感じる市民の割合
年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 30.0

B
-6.9

E
実績 36.9 41.6 4.7

進捗度の評価
 「交通マナーが悪いと感じる」市民の割合は増加となりましたが、この4年間にわたり市民を対
象とした「交通安全啓発」や「交通安全教室」の開催等の交通安全対策により、交通事故件数、
交通事故死傷者数の減少を見ることができました。
 一方、これらの政策展開により市民一人ひとりが交通安全に関心を持ち、交通マナーに対する
厳しい見方が培ったことで、この評価に繋がったものと考えます。

施策番号 施策名
防犯対策の充実

評
価
指
標
①

指標名 刑法犯認知件数（自転車盗）(1月~12月)

進捗度の評価
 自治会等を対象とした「防犯教室」の出前講座による啓発や防犯を目的とした啓発イベントの
開催などの啓発事業を展開しました。
 また、地域、事業者、関係団体、行政などによる防犯対策のための組織化とその組織を活用し
ての広範囲且つ連携した啓発事業の展開とともに全国的な様々な啓発や取り組み等の相乗効果が
進捗度の結果に表れたものと考えます。

16 事業所

70

年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 180

S
-49

S
実績 229 165 -64
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関
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策
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評
価
指
標
②

指標名 特殊詐欺件数(1月~12月)

進捗度の評価
 自治会等を対象とした「防犯教室」や啓発イベントでの『特殊詐欺』防止の啓発を行うなどの
啓発事業を展開しました。
 また、警察などの関係団体と協力しながら『特殊詐欺』防止に特化した街頭啓発など広範囲且
つ連携した啓発事業の展開とともに全国的な様々な啓発や取り組み等の相乗効果が進捗度の結果
に表れたものと考えます。

評
価
指
標
③

指標名 自主防犯パトロール団体数

進捗度の評価
 「自主防犯パトロール団体」への支援や松阪地区生活安全協会などの関係団体との連携により
「自主防犯パトロール団体」については、4年間において４団体の増加となりました。目標の４６
団体に達することはできませんでしたが、地域に根差した「自主防犯パトロール団体」の活動も
あり、市内における刑法犯認知件数はこの4年間において減少を見ることができました。

年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 10

S
-7

S
実績 17 7 -10

年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 44

A
6

C
実績 38 42 4

関
係
施
策
５

施策番号 施策名
自然と生活の環境保全

評
価
指
標
①

指標名 1人1日当たりのエネルギー（電気）消費量
年度 平成27年度(H26) 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 6.17

-
-

-
実績 6.17 - -

進捗度の評価

年度 平成27年度(H26) 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 87.9

S
6.3

S
実績 81.6 88.7 7.1

 平成28年度から当評価指標の算出が不可能になったため、令和2年度を初年度とする新総合計
画において指標の見直しを行います。

評
価
指
標
②

指標名 生活排水処理施設整備率

進捗度の評価
 数値目標における関連計画である松阪市生活排水処理基本計画で示された生活排水処理施設整
備率において、公共下水道人口の増加とともに、単独処理浄化槽及び汲み取り便槽から合併処理
浄化槽への転換によって水洗化・生活雑排水処理人口の増加が進んだことなどから、実績値が目
標値を超える事になりました。



6 ー ②

g g
g g g

％ ％

％ ％ ％

回 回

回 回 回

関
係
施
策
６

施策番号 施策名
資源循環型社会の推進

評
価
指
標
①

指標名 1人1日当たりのごみの排出量（集団回収を除く）
年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 890

A
-19

E
実績 909 935 26

進捗度の評価

年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 28.0

B
1.4

E
実績 26.6 22.7 -3.9

年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 30

S
14

S
実績 16 30 14

評
価
指
標
③

指標名 啓発講座開催数

進捗度の評価
 啓発講座の実施回数は目標値を達成しています。これは、小学校を中心とした環境学習が安定
化してきたものと考えます。ごみの減量及び3Rの推進には市民一人ひとりの意識改善が重要とな
り、子どもたちに対しての啓発強化は効果的であり、今後とも力を入れていきたいと考えます。
また、外国人の増加に伴い、ごみ出しルールなどの講座依頼も徐々に活発化しており、更なる分
別の徹底に向け、積極的な外国人に対する啓発にも取り組みたいと考えます。

 目標値を年々厳しくしているにも関わらず、ごみ量は増加傾向にあります。特に、令和元年度
は災害廃棄物がなかったにも関わらず、災害廃棄物のあった平成30年度と比較し増加している点
は、評価がAとなっているものの改善の必要があります。主な増加の要因としては、事業系ごみの
増加が顕著であり、啓発の方法として各事業所における分別の徹底や、産業廃棄物と一般廃棄物
の厳密化を図ることが効果的であると考えます。

評
価
指
標
②

指標名 廃棄物（ごみ）対策の整備に満足している人の割合

進捗度の評価
 令和2年2月に実施した3,000人アンケートの数値ですが、この内訳として満足以外では、ふつ
うが60.4%、不満およびやや不満が10.7%、無回答が6.2%となっています。この結果を見る限
り、悲観的なものではないと考えますが、前回実施時と比較して下がっている点は改善に向けた
取り組みを強化する必要があると考えます。廃棄物対策の満足度を上げていくためには、通常の
収集業務に加え、新たなサービスの展開が必要であると考えます。



課長 下倉 基彦組織名 環境課 作成者（評価者）

関係する
「実行宣言」

令和元年度

令和2年度

水環境の保全を目指し、生活排水処理施設の単独処理浄化槽等から合併処理
浄化槽への転換を促進します。（生活排水処理施設整備率87.9％以上）

水環境の保全を目指し、生活排水処理施設の単独処理浄化槽等から合併処理
浄化槽への転換を促進します。（生活排水処理施設整備率89.1％以上）

 環境課は政策係、保全係、墓苑係の３係で構成し、みんなで地球にやさしい生活をおくることで、自然
環境に配慮した豊かな自然を身近に感じることができるまちをつくっていきます。
・政策係 環境における市の方向性（計画やビジョン等の策定）の検討、啓発活動に伴うイベントの企画
や環境学習等を行う。太陽光発電施設に係る相談対応や自治体新電力事業を通じたエネルギーの地産地消
等の取組（再生可能エネルギー）。
・保全係 公害等に関する相談業務、狂犬病予防及び畜犬登録、合併処理浄化槽補助金など窓口業務を行
う。
・墓苑係・篠田山霊苑の管理・保全及び篠田山斎場の運営等、火葬・斎場業務を行う。

組織の概要（主な業務）
関係する『総合計画』施策 6－① 自然と生活の環境保全

【重点取組と目標】
・環境啓発活動事業費においては、１人１日当たりのエネルギー（電気）消費量において、
目標値をエネルギー使用量（電気）を現状より増やさないとしました。
・Matsusaka-EMS事業費においては、松阪市地球温暖化対策率先実行計画によるCO２の削減とし、目標
値を基準年度より8.4％削減します。
・火葬施設解体事業費は、三雲火葬場の解体工事において、適正に解体工事を完了します。
・斎場・火葬場管理事業費は、松阪市3か所の火葬場の維持管理において適正に運用を行います。
・飯南、飯高管内浄化槽事業について、松阪市飯南・飯高管内浄化槽事業の今後のあり方検討会の答申を
踏まえた上で、事業の見直しを行うとともに、公営企業会計化に向けた準備を進めていきます。
・篠田山斎場、嬉野斎場、飯南火葬場においては新型コロナウイルス感染防止対策として、感染状況を段
階的に判断するなかで火葬及び葬儀の人数制限等の協力を求めるなど、利用者及び職員の感染防止に努め
ます。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
・環境基本計画の周知活動
 環境学習の推進において、松阪市環境基本計画について学んでもらうために、冊子(こども版)を小学5年
生全児童へ配布しました。
・浄化槽設置促進事業費、浄化槽設置整備事業補助金
 合併処理浄化槽の設置促進を図り、計画通り汚水処理人口普及率の向上をおこなうことができました。
・斎場・火葬場施設整備事業費
 篠田山斎場・嬉野斎場の施設・設備の修繕を行いました。
・飯南、飯高管内浄化槽事業の今後のあり方について外部有識者を交えた検討会を実施し、今後の方向性
についての答申をいただきました。
【達成できなかったこと・改善すべき点】
・環境パートナーシップ会議事業費
 環境フェアの来場者数が目標値に達さなかったことに関して、開催日に台風17号の接近により、悪天候
であったことと来場者の安全性を考慮して開催時間を短縮したことにより、来場者が減少しました。



【環境課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
87.9% 88.7% S 89.1%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
87.9% 88.7% S 89.1%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
73.0% 75.88% S 73.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100.0% S 100.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
月1回以下 0.5回/月 S 月1回以下

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
0件 0件 S 0件

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
10頭・匹以下 25頭・匹 D 10頭・匹以下

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
0件 0件 S

令和２年度令和元年度
活動指標

237 237
汚水処理人口普及率

継続 228
汚水処理人口普及率

1

2

浄化槽設置促進事業費 一般 ６－①

活動指標

浄化槽設置整備事業補助金 一般 ６－①

活動指標 活動指標

42,324 42,324
汚水処理人口普及率

継続 42,324
汚水処理人口普及率

活動指標

3,873 3,623
狂犬病予防注射の接種率

継続 4,805
狂犬病予防注射の接種率

3

4

畜犬登録等事業費 一般 ６－①

活動指標

行旅死亡人取扱事業費 一般 ６－①

活動指標 活動指標

1,031 1,031
行旅死亡人の処理

継続 1,054
行旅死亡人の処理

活動指標

3,512 3,512
トイレの不具合件数

継続 3,584
トイレの不具合件数

5

6

公衆便所管理事業費 一般 ６－①

活動指標

共同簡易飲料水供給施設管理
事業費

一般 ６－⑦

活動指標 活動指標

300 300
木梶、栃谷両地区の利用者からの苦情件数

継続 300
木梶、栃谷両地区の利用者からの苦情件数

活動指標

3,000 3,000
犬猫の殺処分数

継続 3,000
犬猫の殺処分数

7

8

犬猫去勢避妊手術費補助金 一般 ６－①

活動指標

共同浴場解体事業費 一般 ６－①

活動指標 活動指標

62,700 62,700
解体工事に伴う苦情件数

終了 0



【環境課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策 令和２年度令和元年度
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
87.9% 88.7% S 89.1%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
月1件以下 0件/年 S 月1件以下

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
7.25kWh/人・日 7.17kWh/人・日 S 7.25kWh/人・日

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
△6.3％ △6.6％ S △8.4％

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
4,200人 2,670人 C 4,200人

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
月1件以下 0件/年 S 月1件以下

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
9月まで 7月中に完了 S 0件

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100.0% S 100.0%

活動指標

2,044 2,044
汚水処理人口普及率

継続 2,066
汚水処理人口普及率

9 環境衛生一般経費 一般 ６－①

活動指標

活動指標

4,317 2,521
騒音・振動・悪臭に関する苦情件数

継続 3,815
騒音・振動・悪臭に関する苦情件数

10

11

環境調査事業費 一般 ６－①

活動指標

環境啓発活動事業費 一般 ６－①

活動指標 活動指標

2,041 1,407
エネルギー使用量（電気）を現状より増やさない。

継続 2,689
エネルギー使用量（電気）を現状より増やさない。

活動指標

1,270 1,126
エコフィス計画によるCO２の削減の達成

継続 1,270
エコフィス計画によるCO２の削減の達成

12

13

Matsusaka-EMS事業費 一般 ６－①

活動指標

環境パートナーシップ会議事
業費

一般 ６－①

活動指標 活動指標

1,498 1,319
環境フェア来場者数

継続 1,645
環境フェア来場者数

活動指標

1,484 976
騒音・振動・悪臭に関する苦情件数

継続 1,127
騒音・振動・悪臭に関する苦情件数

14

15

環境保全一般経費 一般 ６－①

活動指標

火葬施設解体事業費 一般 ６－①

活動指標 活動指標

552 552
解体工事に伴うアスベスト調査

継続 15,950
解体工事に伴う苦情件数

活動指標

96,208 91,049
利用者からの苦情・要望への対応率

継続 92,435
利用者からの苦情・要望への対応率

16 斎場・火葬場管理事業費 一般 ６－①

活動指標



【環境課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策 令和２年度令和元年度
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 94.4% A 100.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
0件 0件 S 0件

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
0件 0件 S 0件

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100.0% S 100.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
0件 0件 S 0件

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
策定 策定 S -

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100.0% S 100.0%

17 篠田山墓地管理事業費 一般 ６－①

活動指標 活動指標

16,997 15,774
利用者からの苦情・要望への対応率

継続 16,567
利用者からの苦情・要望への対応率

活動指標

7,511 8,084
工事に伴う利用者からの苦情件数

継続 37,346
工事に伴う利用者からの苦情件数

18

19

斎場・火葬場施設整備事業費 一般 ６－①

活動指標

篠田山霊苑施設整備事業費 一般 ６－①

活動指標 活動指標

3,100 3,100
工事に伴う利用者からの苦情件数

継続 2,812
工事に伴う利用者からの苦情件数

活動指標

25 25
2年に1回の更新件数率

継続 77
2年に1回の更新件数率

20

21

し尿業者許可事業費 一般 ６－①

活動指標

し尿転送業務負担金 一般 ６－①

活動指標 活動指標

7,480 7,480
飯南・飯高管内の利用者からの苦情件数

継続 7,480
飯南・飯高管内の利用者からの苦情件数

活動指標

3,577 2,827
合理化事業計画の策定

継続 0
-

22

23

合理化事業計画策定事業費 一般 ６－①

活動指標

松阪地区広域衛生組合分担金 一般 ６－①

活動指標 活動指標

400,622 364,976
し尿等の処理率

継続 326,245
し尿等の処理率



【環境課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策 令和２年度令和元年度
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
61.0% 60.9% A 62.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
40.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
61.0% 60.9% A 62.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
61.0% 60.9% A 62.0%

活動指標

2,552 2,602
飯南・飯高管内の戸別合併浄化槽整備率

継続 2,992
飯南・飯高管内の戸別合併浄化槽整備率

活動指標

0 0 4,125
地方公営企業法の法適用のための作業進捗率

24

25

26

一般管理経費 特別 ６－①

活動指標

地方公営企業会計導入事業費 特別 ６－①

活動指標

施設維持管理事業費 特別 ６－①

活動指標 活動指標

143,362 142,362
飯南・飯高管内の戸別合併浄化槽整備率

継続 142,980
飯南・飯高管内の戸別合併浄化槽整備率

活動指標

42,626 41,854
飯南・飯高管内の戸別合併浄化槽整備率

継続 42,599
飯南・飯高管内の戸別合併浄化槽整備率

27 生活排水処理施設整備事業費 特別 ６－①

活動指標



【環境課】事務・事業管理シート（ゼロ予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

100%

小学5年生全児
童1,487人(全
36校)に配布
（5/27発送）

S 100%

令和２年度
活動指標 活動指標

計画の周知に向けた冊子(こども版)の小学5年生
全児童への配布

継続

計画の周知に向けた冊子(こども版)の小学5年生
全児童への配布

環境基本計画の周知活動 ６－①一般

令和元年度

(1)



 ごみの適正な分別・収集・処理を市民と連携して取り組み、居心地が良いと感じられる環境にやさしい
まちづくりを進めます。また、ムダなく資源が循環しているまちをめざし、３Ｒの推進、環境教育、啓発
の推進等に取り組み、ごみ減量と再利用化の促進等を図ります。

組織の概要（主な業務）
関係する『総合計画』施策 6－② 資源循環型社会の推進

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
○廃棄物集積所設置補助金
活動指標 ごみの散乱についての問い合わせ件数、目標 ３０件以下、実績 ３０件、評価 達成

【達成できなかったこと・改善すべき点】
○清掃一般経費
 一人一日当たりのごみ排出量は、８９０ｇ以下の目標に対し９３５ｇの実績となりました。人口は減っ
ている一方世帯数は増加している点、事業系ごみが増加していることで見えてくる経済の回復基調である
点などが要因と考えられますが、ごみ減量に効果的な更なる取り組みが重要と考えます。
○松ヶ崎公園管理事業費
 利用回数は５００回の目標に対し４５６回の実績、利用者数は２４，０００人の目標に対し２３，１３
２人の実績となりました。屋外施設であり天候の影響があったと考えます。
 インターネットを通じて施設の空き状況の照会や利用予約申請ができる『松阪市体育施設予約システ
ム』の利用を周知していきます。
○塵芥収集事業費
 ごみ収集量は３６，９００トンの目標に対し３６，９１７トンの実績となりました。設定した目標値に
近い実績、平成２９、３０年度平均以下となっており、毎年微減傾向にあります。今後も分別ルールの徹
底に努めます。
 また、不法投棄の件数は５０件以下の目標に対し５４件の実績となりました。自治会への不法投棄防止
看板の配布やパトロールの強化に努めます。
○塵芥収集車購入事業費
 塵芥収集車の修繕件数、３２件以下の目標に対し３８件の実績となりました。収集業務に不可欠な塵芥
収集車の計画的な更新を行うとともに、日常点検の強化により大規模な修繕を減らしたいと考えます。
○塵芥処理一般経費
①公務災害の件数
 ３件以下の目標に対し１０件の実績となりました。安全衛生委員会での再発防止対策の検討や毎朝の
ミーティング時に安全作業への注意、作業出発前のKYT（危険予知訓練）による啓発を実践します。
②ダイオキシン類に係る水質・土壌検査の環境基準数値
 １ｐｇ－TEQ／ 以下，１０００ｐｇ－TEQ／ｇ以下の目標に対し０．０２５ｐｇ－TEQ／ ，１７ｐ
ｇ－TEQ／ｇの実績となりました。定期的な検査の実施により、安全性の検証に努めます。

課長 山本 誠組織名 清掃事業課 作成者（評価者）

関係する
「実行宣言」

令和元年度

令和2年度

ごみ収集作業の円滑化を図り、ごみの散乱防止及び地区の美観、衛生面の向
上を図るために、自治会等が設置するごみ及び資源物集積所に対して支援を
行います。
ごみ収集作業の円滑化を図り、ごみの散乱防止及び地区の美観、衛生面の向
上を図るために、自治会等が設置するごみ及び資源物集積所に対して支援を
行います。



【重点取組と目標】
①適正なごみ処理体制を維持するために「ごみの分け方・出し方」の周知や啓発、業務量に応じた人員配
置による処理体制の強化等に取り組みます。
 また、新型コロナウイルス感染症対策に取り組みます。
②監視活動や啓発の推進により、不法投棄を発生させない環境づくりに取り組みます。
③リサイクル施設の運転及び資源化処理として、資源物の圧縮・梱包や選別・破砕に取り組みます。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）



【清掃事業課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

890g以下 935g A 710g以下

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

①500回
②24,000人

①456回
②23,132人

A 24,000人以上

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

①36,900ｔ
②50件以下

①36,917ｔ
②54件

A 100台以下

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

30件以下 30件 S 28件以下

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

32件以下 38件 B 82％以上

令和２年度令和元年度

1 清掃一般経費 一般 ６－②

活動指標 活動指標

14,091 12,507

家庭系ごみ（集団回収含む）一人一日当たりの
ごみ排出量

①ごみ収集量
②不法投棄の件数

継続

12,909

①利用回数
②利用者数

継続

一人一日当たりのごみ排出量

継続

2 松ヶ崎公園管理事業費 一般 ６－②

活動指標 活動指標

14,780 13,572

ごみの散乱についての問い合わせ件数

継続

15,741

グラウンド利用者数

3 塵芥収集事業費 一般 ６－②

活動指標 活動指標

387,481 375,171

塵芥収集車の修繕件数

継続

388,172

家電四品目の不法投棄処理台数

4 廃棄物集積所設置補助金 一般 ６－②

活動指標 活動指標

2,500 2,500 2,375

ごみの散乱についての問い合わせ件数

5 塵芥収集車購入事業費 一般 ６－②

活動指標 活動指標

26,630 21,188 9,324

購入車両の稼働率



【清掃事業課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策 令和２年度令和元年度
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
①3件以下

②1pg-TEQ/ 
以下,
1000pg-
TEQ/g以下

①10件
②0.025pg-
TEQ/ ，
17pg-TEQ/g

C 5件以下

①公務災害の件数
②ダイオキシン類に係る水質・土壌検査の環境
基準数値

継続 10,374

公務災害の件数

6 塵芥処理一般経費 一般 ６－②

活動指標 活動指標

9,492 7,962



【清掃事業課】事務・事業管理シート（ゼロ予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
20校
1,000人

22校
1,165人

S
15校
750人

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
130回 165回 S 130回

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

３回

令和２年度
活動指標 活動指標

参加児童数

継続

参加児童数

(2)

出前授業
対象 市内小学生
パッカー車によるごみ投
入体験、ごみ分別学習
等

６－②

令和元年度

(1)

自治会等の要請によるご
み回収
地域の一斉清掃、草刈
等に応じて収集する。

６－②

活動指標 活動指標
出勤回数

継続
出勤回数

活動指標

関係課協議開催回数

(3)

充電式小型家電による発
火対策
啓発、収集、処理方法を
関係課等で協議（３回以
上）しR２年度中に方針を
決定する。

６－②

活動指標



 清掃政策課は、3Rの考え方を基本として、市民・事業者・行政が連携してごみの適正な処理を行うとと
もに、ごみの発生抑制を図ることで、資源を有効に利用できる循環型のまちづくりをめざします。
 令和2年度は、新最終処分場施設整備事業について基本計画・基本設計策定業務や環境影響評価業務など
に着手します。
 また、小学校を中心とした環境学習の実施、3Rサポーター活動の支援、ごみ減量に関する各種講座の開
催、資源物集団回収補助金の推進、生ごみ堆肥化容器等補助金制度の推進など、ごみの減量化の推進に取
り組みます。

組織の概要（主な業務）
関係する『総合計画』施策 6－② 資源循環型社会の推進

【重点取組と目標】
・新最終処分場施設整備事業における基本計画・基本設計の完了と環境影響評価業務の予定通り進行しま
す。また、関係自治会と事業承諾である覚書を締結します。
・一日一人当たりのごみ量を削減します。特に、新型コロナウイルスの影響により新しい生活様式に変換
されることにより増えることが予想される家庭系ごみに対する減量の取組を強化します。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・庁舎及び設備に関する苦情件数は0件であり、目標を達成できました。ごみの出し方などの意見をいただ
くことはありますが、これらに対しては常に丁寧でわかりやすい説明を心がけており、ご理解をいただい
ているところです。今後においても、苦情等の発生が無いようにさらに心がけていきたいと考えます。
・新最終処分場施設整備事業にかかる事業の部長宣言における評価はAとなりました。この事業において目
標を達成できたことは、計画していた事業のうち現地測量及び基準点測量については予定通り終了したも
のです。また、地元住民に対し、きめ細やかな事業の進捗状況の説明や意見交換なども実施できました。

【達成できなかったこと・改善すべき点】
・一日一人当たりのごみ量は935gとなり、目標を達成できませんでした。これは、人口は減っている一方
世帯数は増加している点、事業系ごみが増加していることで見えてくる経済の回復基調である点などが要
因と考えますが、ごみ減量に効果的な更なる取り組みが重要と考えます。
・資源物集団回収活動における回収量は3,028tとなり、目標を達成できませんでした。これは、全体的な
資源の枯渇化、特に紙類の減少に影響を受けていることに加え、スーパー等で展開する資源物店頭回収の
活発化に影響を受けていると考えます。
・省資源再資源化一般経費にかかる事業の部長宣言における活動指標は、一人一日当たりのごみ量におけ
る部長宣言評価としているため、目標達成できませんでした。
・新最終処分場施設整備事業にかかる事業の部長宣言における評価はAとなりました。改善すべき点として
は、計画していた業務のうち用地測量及び立木調査が若干量次年度への債務負担設定としたことが挙げら
れます。これは、地元自治会の希望によりきめ細やかな事業説明を展開したため、当該業務の開始が若干
遅れたことによるものです。ただし、このことによって全体の計画がすべて遅れてくるものではなく、今
後計画していく事業と並行して実施できるものと考えています。また、当該事業においては事業承諾の覚
書締結に向けて関係自治会と更なる協議を進める必要があります。

課長 竹川 福男組織名 清掃政策課 作成者（評価者）

関係する
「実行宣言」

令和元年度

令和2年度

3R活動を推進し、一人一日当たりのごみ排出量890ｇ以下をめざします。
市民一人ひとりに3R活動の推進及び更なる分別の徹底とごみ減量を訴えて
いき、一人一日当たりのごみ排出量881g以下をめざします。



【清掃政策課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
890g以下 935g A 881g以下

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
890g以下 935g A 30件

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
890g以下 935g A 50件

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
3,500t 3,028t B 3,500t

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
0件 0件 S 1,200人

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
A A A 2回

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
A A A S

7 新最終処分場施設整備事業費 一般 ６－②

活動指標

活動指標

1,412 1,082
部局長の実行宣言に掲げる清掃政策課の宣言に対する評価

継続 1,345
資源物品質調査業務への参加回数

活動指標

65,923 23,820
部局長の実行宣言に掲げる清掃政策課の宣言に対する評価

継続 132,930
業務の進捗状況

6

資源物集団回収活動補助金 一般 ６－②

活動指標

リサイクルセンター管理事業
費

一般 ６－②

活動指標

省資源再資源化一般経費 一般 ６－②

活動指標

活動指標

15,083 14,083
庁舎及び設備に関する苦情件数

継続 16,948
リサイクルセンター施設の見学者数

4

5

活動指標

1,710 1,210
一日一人当たりのごみ量

継続 1,560
申請件数

活動指標

16,992 11,992
集団回収量

継続 16,185
集団回収量

3

ごみ減量対策事業費 一般 ６－②

活動指標

生ごみ堆肥化容器等購入補助
金

一般 ６－②

活動指標

活動指標

4,698 3,275
一日一人当たりのごみ量

継続 10,667
ごみ減量のための啓発講座開催数

2

1

令和２年度令和元年度

リサイクル事業費 一般 ６－②

活動指標 活動指標

71,050 69,202
一日一人当たりのごみ量

継続 71,289
一日一人当たりのごみ量



 クリーンセンター、最終処分場では、ごみの搬入者に、ルールの周知と分別指導を行い、計画的な施設
の維持管理を行うことによって、安全で適正な一般廃棄物の処理・処分を行っています。
 また、クリーンセンターでは、ごみ焼却施設の熱を利用して発電を行い、施設の使用電力を賄い、余剰
電力は売却することによって、温室効果ガスの排出量を削減し、資源を有効活用できる循環型社会の実現
を目指しています。

組織の概要（主な業務）
関係する『総合計画』施策 6－② 資源循環型社会の推進

【重点取組と目標】
 家庭系一般廃棄物の搬入量が増加しいる中で、新しい家庭系一般廃棄物許可が、令和元年12月1日より
交付されたことにより、許可業者からの家庭系一般廃棄物の持ち込みの増も予想されるため、月1回、第3
日曜日にクリーンセンターを開設することにより、市民のごみ処理ニーズに対応します。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・クリーンセンター周辺地域の環境保全のため、排気ガス測定を年6回、ダイオキシン測定を年1回実施
し、基準値を地元との協定書において、ばいじん0.01g/ N、HCl（塩化水素）50ppm、ＳＯｘ（硫黄酸
化物）50ppm、NOx（窒素酸化物）100ppm、ダイオキシン類0.1ng-TEQ/ Nと定めていますが、いず
れも基準値以下でした。
・最終処分場周辺地域の環境保全のため、放流水の水質検査を12回実施し、最終処分場周辺地域における
処理水の水質検査の基準値を地元との協定書において、BOD（生物化学的酸素要求量）10ｍｇ/L、COD
（化学的酸素要求量）20ｍｇ/L、SS（浮遊物質）10ｍｇ/Lと定めていますが、いずれも基準値以下でし
た。
・上川町遊歩道公園の利用者数は、目標6,500人に対して6,598人でした。緑に囲まれ、自然と触れ合う
ことができ、心の安らぎが得られ、健康体力づくりもできる憩いの場として、家族連れや、保育園・幼稚
園児等にご利用いただいています。

【達成できなかったこと・改善すべき点】
・不燃物に混入したリチウムイオン電池やカセットボンベ、スプレー缶が原因と考えられる火炎検知によ
る高速回転式破砕機の緊急停止回数が、増加しています。施設の破損や大きな事故には至っていません
が、停止のたびに点検作業が必要となり、ごみ処理が中断してしまうため、ごみの展開検査を含む、職員
による持込ごみの監視確認体制を強化し、また、市民、許可業者に対して、危険物の混入に向けた啓発を
粘り強く行っていきます。
・クリーンセンターの蒸気タービン及び発電機は、加減弁蒸気漏れ仮補修のため11月20日（水）から26
日（火）までの7日間、加減弁修理のため3月20日（金）から29日（日）までの10日間、合計17日間停止
しました。委託業者と密に連携をとりながら、適正な施設維持管理に努めます。

課長 大塚 弘也組織名 清掃施設課 作成者（評価者）

関係する
「実行宣言」

令和元年度

令和2年度

ごみ処理・処分施設の適正管理と、発生するごみを迅速かつ衛生的に処理し
ます。

生活環境の保全と公衆衛生の向上を図りつつ、効率的で安定した一般廃棄物
の処理を行い、施設の円滑な運営を行います。



【清掃施設課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

①0.01g/ N
②50ppm
③50ppm
④100ppm
⑤ 0.1ng-
TEQ/ N

①0.00125g/
 N

②3.57ppm
③2.38ppm
④54.67ppm
⑤0.03ng-
TEQ/ N

S

①0.01g/ N
②50ppm
③50ppm
④100ppm
⑤ 0.1ng-
TEQ/ N

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

①10mg/L
②20mg/L
③10mg/L

①0.99mg/L
②0.49mg/L
③0.08mg/L

S
①10mg/L
②20mg/L
③10mg/L

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
6,500人 6,598人 S 6,500人

令和２年度令和元年度

1 クリーンセンター管理事業費 一般 ６－②

活動指標 活動指標

17,490 15,418

排気ガスの排出値を地元協定値以下にする。
①ばいじん
②HCl（塩化水素）
③SOｘ（硫黄酸化物）
④NOｘ（窒素酸化物）
⑤ダイオキシン類

利用者数
継続

16,333

処理水を地元協定値以下に処理する。
①BOD（生物化学的酸素要求量）
②COD（化学的酸素要求量）
③SS（浮遊物質）

継続

排気ガスの排出値を地元協定値以下にする。
①ばいじん
②HCl（塩化水素）
③SOｘ（硫黄酸化物）
④NOｘ（窒素酸化物）
⑤ダイオキシン類

継続

2 最終処分場管理事業費 一般 ６－②

活動指標 活動指標

7,873 7,543 7,696

処理水を地元協定値以下に処理する。
①BOD（生物化学的酸素要求量）
②COD（化学的酸素要求量）
③SS（浮遊物質）

3 上川町遊歩道公園管理事業費 一般 ６－②

活動指標 活動指標

13,466 11,802 13,105
利用者数



【清掃施設課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策 令和２年度令和元年度
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

①0.01g/ N
②50ppm
③50ppm
④100ppm
⑤ 0.1ng-
TEQ/ N

①0.00125g/
 N

②3.57ppm
③2.38ppm
④54.67ppm
⑤0.03ng-
TEQ/ N

S

①0.01g/ N
②50ppm
③50ppm
④100ppm
⑤ 0.1ng-
TEQ/ N

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

①10mg/L
②20mg/L
③10mg/L

①0.99mg/L
②0.49mg/L
③0.08mg/L

S
①10mg/L
②20mg/L
③10mg/L

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

①10mg/L
②20mg/L
③10mg/L

①0.99mg/L
②0.49mg/L
③0.08mg/L

S -

排気ガスの排出値を地元協定値以下にする。
①ばいじん
②HCl（塩化水素）
③SOｘ（硫黄酸化物）
④NOｘ（窒素酸化物）
⑤ダイオキシン類

継続

処理水を地元協定値以下に処理する。
①BOD（生物化学的酸素要求量）
②COD（化学的酸素要求量）
③SS（浮遊物質）

継続

4 ごみ処理事業費 一般 ６－②

活動指標 活動指標

284,877 283,202

処理水を地元協定値以下に処理する。
①BOD（生物化学的酸素要求量）
②COD（化学的酸素要求量）
③SS（浮遊物質）

継続

347,113

排気ガスの排出値を地元協定値以下にする。
①ばいじん
②HCl（塩化水素）
③SOｘ（硫黄酸化物）
④NOｘ（窒素酸化物）
⑤ダイオキシン類

5 最終処分場事業費 一般 ６－②

活動指標 活動指標

56,527 42,326

0

-

48,428

処理水を地元協定値以下に処理する。
①BOD（生物化学的酸素要求量）
②COD（化学的酸素要求量）
③SS（浮遊物質）

6 最終処分場施設整備事業費 一般 ６－②

活動指標 活動指標

3,700 3,700



課長 田口 靖子組織名 戸籍住民課 作成者（評価者）

関係する
「実行宣言」

令和元年度

令和2年度

コンビニ交付での証明書発行の推進を図ります。証明書発行率5％をめざし
ます。

システムを活用し来庁者の申請書作成を補助する「書かない窓口」を実施
し、市民ニーズに応じた簡潔に手続きが完了できる窓口体制をめざします。

【重点取組と目標】
 戸籍住民課には各種届出、証明書交付のため来庁される方は多く、待合ロビーは密集・密接・密閉状態
となり新型コロナ感染症の感染リスクが高くなりがちです。このような状況の緩和と利便性の向上のため
以下の取り組みを行ってまいります。
・窓口証明手数料のキャッシュレス決済を導入し電子マネーの対応を行います。
・受付番号発券機及び番号呼び出しシステムの更新を行うと共に窓口の混雑状況をＷＥＢ配信し混雑の緩
和を図ります。
・書かない窓口の開設により来庁された方の負担軽減と受付・処理・交付までの処理の時間短縮につなげ
窓口の利便性の向上に努めます。
・マイナンバーカードを活用したマイナポイントが令和2年9月実施、令和３年３月よりマイナンバーカー
ドの健康保険証活用の本格運用等が予定されており、マイナンバーカード申請等来庁者の増加が見込まれ
ます。今年度7月から庁舎ロビーにマイナンバーカード専用の受付窓口を情報企画課と協働で開設します。
・マイナンバーカードの取得により市役所に出向くことなく、近くのコンビニ等で戸籍・その他証明書の
交付、オンライン申請等が可能となるマイナンバーカードの更なる普及促進を行います。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・「マイナンバーカードの出張申請窓口」を地区市民センター及び地域振興局管内の公民館で延べ20日、
561件の申請を受付、また23か所の企業訪問を行い791件の申請を受付ました。平日にマイナンバーカー
ド申請、受取等ができない方に対し日曜窓口を18回実施しました。申請率は目標を達成し全国15位の取得
率となりました。
・コンビニ交付での証明書発行についても広報、ケーブルテレビ、チラシ等で周知を行い交付率は6.41％
となり目標を達成しました。マイナンバーカードの取得と合わせ継続して周知を行います。

【達成できなかったこと・改善すべき点】
・おくやみコーナーワンストップ率は49.5％であり、目標の50％には及びませんでした。しかし利用され
た方から好評の声をいただいており、引続き利用された方にわかりやすく丁寧な対応を行っていきます。

組織の概要（主な業務）

関係する『総合計画』施策
7－① 計画的な行政運営
7－② 市民との情報共有

 戸籍住民課では以下の業務を担っています。
・住民票・戸籍・印鑑等に関する証明書の発行業務
・印鑑登録業務
・出生届、婚姻届、死亡届、転入・転出届などの届出書の受付及び記録業務
・おくやみコーナーでのワンストップサービス
・マイナンバーカードの普及促進及び交付申請にかかる業務



No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
20.0% 23.55% S 30.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
5.0% 6.41% S

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
50.0% 49.5% A 15.0%

手続きに要する所要時間の削減

0

3 戸籍住民基本台帳一般経費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

42,709 42,753
おくやみコーナーワンストップ率

証明書コンビニ交付事業費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

14,204 14,204
2

見直し

130,509

58,374

コンビニ交付での証明書発行率
統合

マイナンバーカードの申請率
継続

令和２年度令和元年度

1 個人番号カード交付事業費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

27,530 52,326
マイナンバーカードの申請率



課長 越川 元博組織名 地域安全対策課 作成者（評価者）

関係する
「実行宣言」

令和元年度

令和2年度

交通事故死傷者数461人及び刑法犯認知件数 1,101 件（平成30年中)以下
をめざします。
交通事故ワースト脱却、犯罪のない安全・安心なまちをめざします。

【重点取組と目標】
・交通事故死傷者数を前年以下にするため交通安全教室の参加目標を18,000人以上とします。また、高齢
者への交通安全教室では、特に反射材着用の更なる推進を図ります。
・高齢者の交通事故減少を目的に新規事業の高齢ドライバー運転能力自己診断事業において受講者60人以
上とします。
・新型コロナウイルス感染症に便乗した詐欺被害を防止するため啓発・ＰＲに努めます。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・「出前講座」や防犯パトロール・街頭啓発活動を積極的に実施したことにより、目標を大きく上回る防
犯啓発活動を開催することができ、犯罪認知件数を前年度より減少させることに寄与しました。
・自治会や住民協議会等に向けて、交通安全教室を行うことで地域における交通安全意識の高揚を図りま
した。
・氏郷まつり等のイベント時や商業施設において啓発チラシ等の配布を行ない目標に達し、交通ルールや
交通マナーの向上を訴えました。
・松阪高等学校や三重高等学校等の市内高校の新入生、新たに転居してきた市民等に向けて、自転車の放
置禁止区域および松阪駅周辺等の自転車駐車場のチラシを配布しました。

【達成できなかったこと・改善すべき点】
・事務事業管理シートにおいて『交通安全教室の延べ参加者数』の目標18,000人に対して、実績が
16,696人と達成率92.7%に留まってしまいました。
 令和元年度では、教室の参加人員の減少等により目標を達成できませんでしたが、令和２年度において
は、参加者の増加に向け、更なる交通安全教室の講習内容の充実を図って参るとともに、交通安全啓発に
ついても一層の充実を図り、少しでも交通事故の減少につなげて参ります。

 地域安全対策課は、課名が示すように『松阪市の安全』を担うことを業務としている部署であり、私た
ちはこの目的を達成するため、2 つの柱を構築し、事業を進めています。
 一つ目の柱は、「交通安全対策の充実」です。私たちは、様々な交通安全対策を通じて、松阪市民の交
通ルールの遵守と交通マナーの向上に取り組み、交通事故死者数ゼロをめざします。
 二つ目の柱は、「防犯対策の充実」です。私たちは地域や関係団体と連携をした防犯対策事業に取り組
み、安全で安心なまちづくりを進め、刑法犯認知件数の半減をめざします。

組織の概要（主な業務）

関係する『総合計画』施策
5－① 交通安全対策の充実
5－② 防犯対策の充実



【地域安全対策課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
7,000人 7,050人 S 7,000人

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
18,000人 16,696人 A 18,000人

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
26回 28回 S

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
5,600人 6,930人 S 5,600人

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
Ａ C C Ａ

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
60人

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2回 2回 S 2回

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 27回 S 12回

活動指標

13,159 12,864
防犯啓発活動等の開催回数

継続 8,979
防犯啓発活動等の開催回数

8

安全・安心なまちづくり推進
事業費

一般 ５－③

活動指標

防犯対策事業費 一般 ５－③

活動指標

活動指標

1,671 1,518
安全・安心施策推進協議会等の開催回数

継続 1,701
安全・安心施策推進協議会等の開催回数

7

交通安全対策一般経費 一般 ５－①

活動指標

高齢ドライバー運転能力自己
診断事業費

一般 ５－①

活動指標 活動指標

0 0 500
ドラレコ運転診断受講者数

5

6

活動指標

9,931 9,931
放置自転車対策啓発延べ人数

継続 10,403
放置自転車対策啓発延べ人数

活動指標

5,574 5,221
部長の実行宣言に揚げる地域安全対策課の宣言に対する評価

継続 5,279
部長の実行宣言に揚げる地域安全対策課の宣言に対する評価

4

地域交通安全対策活動事業費 一般 ５－①

活動指標

自転車駐車対策事業費 一般 ５－①

活動指標

活動指標

1,660 1,660
地域での交通安全教室開催回数

統合 0
3

交通安全啓発事業費 一般 ５－①

活動指標

交通安全教育推進事業費 一般 ５－①

活動指標 活動指標

7,429 5,487
交通安全教室延べ参加者数

継続 4,937
交通安全教室延べ参加者数

1

2

令和２年度令和元年度
活動指標

6,107 4,566
交通安全啓発延べ人数

継続 6,933
交通安全啓発延べ人数



【地域安全対策課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策 令和２年度令和元年度
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
10台 10台 S 10台

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
１件 0件 - 1件

防犯カメラ設置補助金 一般 ５－③

活動指標

犯罪被害者日常生活支援事業
費

一般 ２－④

活動指標 活動指標

490 490
犯罪被害者への支援件数

継続 490
犯罪被害者への支援件数

9

10

活動指標

1,000 1,000
防犯カメラの設置台数

継続 1,000
防犯カメラの設置台数



課長 武田 誉利子組織名 人権・男女共同参画課 作成者（評価者）

関係する
「実行宣言」

令和元年度

令和2年度

自殺対策を支える人材の育成に向け、メンタルパートナー講座受講者数350
人以上をめざします。
「松阪市男女共同参画プラン」の改定、審議会等における女性委員の登用率
35％達成をめざします。

【重点取組と目標】
・現行の「松阪市男女共同参画プラン」が最終年となりますので、審議会等における女性委員の登用率が
目標値の35％達成できるよう、各課、関係機関等にさらに意識を持っていただくための啓発を行っていき
ます。
・人権問題についての正しい理解と認識を深めていただき、あらゆる差別をなくすため継続して啓発事業
を実施していきます。また、新型コロナウイルス感染症に関する人権への配慮について啓発に努めます。
・「男女共同参画プラン」の改定を行います。
・誰も自殺に追い込まれることのないよう、自殺予防対策、啓発に努めていきます。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・人権問題についての正しい理解と認識を深めていただくため、人権啓発強調月間や人権週間にあわせて
街頭啓発や講演会、映画会等を実施し啓発を行いました。講演会「心をつなぐ集い」では、参加者の満足
度が88.8％でした。
・人権関係職員等養成講座を開催し、人権教育啓発リーダーの養成を行いました。
・外国人住民に対し、母国語による生活情報等の提供・説明や窓口業務の支援を行いました。
・男女共同参画社会の実現に向けてさまざまな事業を実施し、フォーラム参加者の満足度は目標以上とな
りました。

【達成できなかったこと・改善すべき点】
・自殺対策を支える人材の育成に向けてメンタルパートナー講座を実施しましたが、受講者数は目標に達
成することができませんでした。
・多文化共生推進事業イベント「やたいむら」の参加者数が目標より少ない結果となりました。今後は開
催時期等も見直し実施していきます。

 人権・男女共同参画課は、以下の実現をめざしています。
・一人ひとりの人権が尊重され、あらゆる差別をなくすための人権意識を高め、すべての人々が希望と誇
りを持って社会に参加できる地域社会
・多様性を認め合い個人として尊重され、責任も分かちあい、個性と能力を十分に発揮することができる
社会
・誰も自殺に追い込まれることのない社会

組織の概要（主な業務）

関係する『総合計画』施策
4－④ 人権の尊重
4－⑤ 男女共同参画の推進



【人権・男女共同参画課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
95.0% 88.8% A 95.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
4,500人 3,500人 B 4,500人

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
26 人以下 26人 A 90.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
8,000件 7,724人 A 8,000件

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
１回 1回 S １回

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
95.0% 95.8% S 95.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
35.0% 33.3% A 35.0%

7 男女共同参画一般経費 一般 ４－⑤

活動指標

活動指標

2,219 1,638
男女共同参画松阪フォーラム参加者満足度

継続 1,846
男女共同参画松阪フォーラム参加者満足度

活動指標

2,760 2,601
女性委員登用率

継続 2,685
女性委員登用率

6

生活オリエンテーション事業
費

一般 ４－④

活動指標

人権啓発一般経費 一般 ４－④

活動指標

男女共同参画行政推進事業費 一般 ４－⑤

活動指標

活動指標

3,509 3,299
三重県人権・同和行政連絡協議会の研修内容の課内研修

継続 3,211
三重県人権・同和行政連絡協議会の研修内容の課内研修

4

5

活動指標

1,174 840
自殺者数

継続 1,028
自殺予防講演会参加者満足度

活動指標

6,878 6,878
通訳、翻訳対応件数

継続 7,080
通訳、翻訳対応件数

3

多文化共生推進事業費 一般 ４－④

活動指標

地域自殺対策強化事業費 一般 ４－④

活動指標

活動指標

1,118 939
イベント参加者数

継続 1,052
イベント参加者数

2

1

令和２年度令和元年度

人権啓発事業費 一般 ４－④

活動指標 活動指標

5,683 5,026
人権講演会参加者満足度

継続 5,081
人権講演会参加者満足度


